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甲斐市議会 建設経済常任委員会 会議録 

 

 １．開 催 日 時    令和５年５月１６日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所本館４階 委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 

出席委員（５名） 

   委 員 長  長谷部   集 君    副委員長  加 藤 敬 徳 君 

          口 孝 之 君          金 丸   寛 君 

         小 澤 重 則 君 

 

欠席委員（なし） 

 

傍聴議員（２名） 

   議  長  赤 澤   厚 君          若 尾 彰 子 君 

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

産業振興部長 白 神 忠 広 君 都市建設部長 箭 本   太 君 

公営企業部長 梅 原   剛 君 
敷島支所長兼 
市民地域課長 森 川 嘉 亮 君 

双葉支所長兼
市民地域課長 名 取 晶 子 君 農林振興課長 小宮山   尚 君 
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環境土木係長 天 野   真 君 

農林総務係長 高 橋 正 樹 君 農林振興係長 中 込   聡 君 

農林土木係長 八 巻 哲 也 君 
農 業 委 員 会 
事 務 局 
庶 務 係 長 

窪 田 友 昭 君 

商工労働係長 井 上 千悦子 君 企業誘致係長 藤 田   充 君 

観光交流係長 上 條 秀 夫 君 建設総務係長 大 柴 宏 之 君 

建設管理係長 齋 藤 一 也 君 建設土木係長 小田切   治 君 
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ま ち づ く り 
推 進 係 長 小 林   悟 君 開発指導係長 池 田   靖 君 

整 備 係 長 秋 山 裕 介 君 緑化推進係長 田 邊   誠 君 

緑化センター 
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上 水 道 施 設 
係 長 深 澤 勇 也 君 

下 水 道 施 設 
係 長 櫻 田 隆 樹 君 
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職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 岡 広 司 書 記 森 田   公 

書 記 池 上   恵 書 記 深 澤 隼 人 

 

内容 

１ 「甲斐市パークマネジメントプラン」の策定について（都市計画課） 

２ 市道路線認定について（建設課・都市計画課） 

３ 焼酎大弐の製造について（農林振興課） 

４ 甲斐市貸切バス・運転代行事業者緊急支援事業の実績報告について（商工観光課） 

５ 元気甲斐プレミアム付商品券（第３弾）事業の実績報告について（商工観光課） 

６ 水道料金の改定について（上下水道業務課） 

７ その他 
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開会 午後 １時２５分 

 

○書記（池上 恵君） 改めまして、こんにちは。連日のご参集、大変お疲れさまでございま

す。 

  ただいまより建設経済常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長よりご挨拶をいただきまして、委員長の進行により議事を

進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶、長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 改めまして、こんにちは。昨日の臨時会に引き続きのご参集、誠

にご苦労さまでございます。 

  建設経済常任委員会、先月が案件がなかったため開催ができなかったので、令和５年度、

今年度に入りまして初めての委員会ということで、不慣れな当局の皆さんもいるかと思いま

すけれども、協力し合いながら進めていければというふうに思っております。 

  また、本日は、市道路線認定につきましては、昨年度に引き続き、現地には行かずに、横

にあるモニターを見ながらということになりますけれども、少し前回と違うのが、前回は録

画を流し、当日現地に行っている職員とのやり取りをしたんですけれども、今回は現地には

職員が行っていない状況で、録画のみということで対応しておりますので、その辺もまた試

しになりますけれども、また後ほどご意見をいただければというふうに思っておりますので、

ご協力をよろしくお願いいたします。 

  それでは、委員会を始めたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達しておりますので、これより建設経済

常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、新年度になり初めての委員会でありますので、初めに職員の自己紹介を

行い、その後、担当から説明、報告を受けたいというふうに思っております。 

  なお、本日は、委員外議員の傍聴を許可しております。ご承知おきください。質疑は、委

員の質疑を受けた後、傍聴議員の質疑を受けたいというふうに思います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、これより次第の３、職員の紹介に入ります。 
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  自己紹介は起立をしてお願いいたします。 

  初めに、都市建設部長、都市計画課、敷島支所市民地域課、双葉支所市民地域課の順で行

います。 

  それでは、都市建設部長からお願いいたします。 

○都市建設部長（箭本 太君） ４月の人事異動で都市建設部長を拝命いたしました箭本太で

す。 

  都市建設部は、建設課17名、都市計画課20名の合計37名の職員です。よろしくお願いい

たします。 

  順次、課長以下の自己紹介をさせていただきます。 

○都市計画課長（大木 康君） 都市計画課長の大木康です。３年目になります。 

  都市計画課は５係20名の職員でございます。よろしくお願いいたします。 

○まちづくり推進係長（小林 悟君） まちづくり推進係長の小林悟です。２年目になります。

よろしくお願いいたします。 

○開発指導係長（池田 靖君） 開発指導係長の池田靖です。３年目になります。よろしくお

願いいたします。 

○整備係長（秋山裕介君） ４月の人事異動で整備係長を拝命いたしました秋山裕介です。よ

ろしくお願いします。 

○緑化推進係長（田邊 誠君） ４月の人事異動で緑化推進係長を拝命いたしました田邊誠で

す。よろしくお願いいたします。 

○緑化センター活用推進係長（辻 俊宏君） ４月の人事異動で緑化センター活用推進係長を

拝命いたしました辻俊宏です。よろしくお願いいたします。 

○敷島支所長兼市民地域課長（森川嘉亮君） ４月の人事異動で敷島支所市民地域課長を拝命

いたしました森川嘉亮です。 

  敷島支所市民地域課は４係25名の職員です。うち、建設経済常任委員会を所管いたしま

す環境土木係は４名です。よろしくお願いいたします。 

○敷島支所環境土木係長（三井賢治君） 環境土木係長の三井賢治です。２年目になります。

よろしくお願いいたします。 

○双葉支所長兼市民地域課長（名取晶子君） ４月の人事異動で双葉支所市民地域課長を拝命

いたしました名取晶子です。 

  双葉支所市民地域課は４係18名の職員です。うち、建設経済常任委員会を所管いたしま
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す環境土木係は４名です。よろしくお願いいたします。 

○双葉支所環境土木係長（天野 真君） ４月の人事異動で環境土木係長を拝命しました天野

真です。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 以上で職員の紹介を終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員の一部が退室をいたします。 

 

休憩 午後 １時２９分 

 

再開 午後 １時３０分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  続きまして、次第の４、内容に入ります。 

  （１）「甲斐市パークマネジメントプラン」の策定について、担当より説明をお願いしま

す。 

  大木都市計画課長。 

○都市計画課長（大木 康君） それでは、都市計画課から、「甲斐市パークマネジメントプ

ラン」の策定についてご説明いたします。 

  委員会資料の１ページをお開きください。 

  初めに１、計画の概要でございます。 

  近年、公園や緑地などのグリーンインフラを取り巻く環境は大きく変化しており、公園な

どの既存ストックを活用し、アフターコロナにおけるライフスタイルの変化や多様化・高度

化する市民ニーズへの対応が求められていることから、公園に対する市民ニーズを把握し、

協働の観点からにぎわいの創出と利便性の向上を図り、公園を活用した市の新たな魅力発信

に取り組む必要があります。 

  これに伴い、公園を資産として捉え稼ぐ視点から、収益を市民サービスに還元するマネジ

メントサイクルを確立し、従来の維持管理に各種イベントの開催など活性化に向けた運営を

加え、公民連携による事業手法の検討や市民、行政の役割分担など、公園施設の在り方、今

後の方針など具体的なプランを定める甲斐市パークマネジメントプランを策定するものであ

ります。 

  次に、２、策定期間及び計画期間でございます。 
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  策定期間は、令和５年度、６年度の２か年とし、計画期間は、緑の基本計画や都市計画マ

スタープランなどの上位計画と整合や一体性を図るため、令和12年度（2030年）とし、必

要に応じて見直しなどの時点修正を行う予定であります。 

  次に、３、対象施設でございます。 

  本計画の対象となる施設は、都市公園18園、市立公園５園、その他として荒川河川公園、

ちびっ子広場95か所、開発内公園約160か所、地域いこいの広場15自治会とします。 

  次に、４、策定方法でございます。 

  本市の特性に応じた優れた提案や、公民連携分野にも実績のある適切な業務遂行能力を有

する業者選定を行う必要があることから、公募型プロポーザル方式により選定し、業務委託

契約を締結いたします。 

  最後に、５、今後のスケジュールでございます。 

  本年５月に建設経済常任委員会に報告、事業者選定、６月に業務委託契約の締結、７月か

ら条件整理、市民アンケート、市民ワークショップ、公募型サウンディング市場調査など策

定業務を行い、令和６年度には事業手法の検討、公園別プラン策定、パブリックコメントな

どを経まして、計画を策定・公表する予定でございます。 

  以上で、甲斐市パークマネジメントプランの策定についての説明を終わります。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ここで、委員並びに職員各位に申し上げます。質問は一問一答とし、また、質問・答弁は

簡潔明瞭にしていただきますようお願いを申し上げます。 

  それでは、委員より質疑、ご意見等ありましたら、お願いいたします。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） この業務委託契約の締結については、事業者としてはコンサルか何か

を選定するんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり、コンサルタントとの契約締結を予定して

おります。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 何社程度の募集というかになりそうでしょうかね。 
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○委員長（長谷部 集君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 本日の委員会報告後、これから公募型プロポーザル方式で募

集をしてまいるところでございますが、なるべく多くの事業者の方に手を挙げていただきた

いといふうには考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） それは県内、県外問わずということでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり、公募型プロポーザル方式でございますの

で、県内、県外は問わず、募集のほうをしてまいります。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、ご意見、ご質問ございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、「甲斐市パークマネジメントプラン」の策定についてを終わります。 

  続きまして、都市計画課よりその他がありますので、説明をお願いいたします。 

  大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 引き続き都市計画課から、その他といたしまして、新山梨環

状道路（牛句～宇津谷）の測量調査についてご報告いたします。 

  新山梨環状道路の北部区間のうち、市内の（仮称）牛句インターチェンジから国道20号

の宇津谷交差点までの延長約５キロメートル区間は、国の直轄事業として平成16年に事業

化され、平成25年に都市計画決定されております。 

  国では、これまで調査設計業務を進めてまいりましたが、本年３月１日付で同区間の詳細

な設計に必要な地形等の測量作業に着手することが国土交通省関東地方整備局甲府河川国道

事務所から発表されましたので、ご報告いたします。 

  作業期間は本年10月31日まで、測量範囲は道路の都市計画線より両側50メートル程度を
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予定し、本作業の実施に伴い、国で地元自治会と調整した後、直接、土地所有者宛てに通知

を送付しております。 

  また、本調査と合わせて道路のトンネル設計を進めるため、牛句から大久保地区までの間

の地質調査を実施する予定と伺っております。 

  なお、市内の敷島・双葉両地区には、道路の建設推進に向け、自治会長、関係団体の役職

員、市議会議員などにより構成する新山梨環状道路北部区間建設推進地区の会が設立されて

いることから、今後、両会への報告を予定しております。 

  以上で、都市計画課のその他の報告を終わります。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑等ありましたら、お願いいたします。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で都市計画課を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時３８分 

 

再開 午後 １時４０分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  引き続き、職員紹介から行います。 

  それでは、建設課からお願いいたします。 

○都市建設部長（箭本 太君） ４月の人事異動で建設課長を拝命いたしました芳賀課長につ

きましては、本日、体調不良のため、欠席をさせていただいております。 

  建設課は３係17名の職員です。よろしくお願いいたします。 

○建設総務係長（大柴宏之君） 建設総務係長の大柴宏之です。２年目になります。よろしく

お願いします。 

○建設管理係長（齋藤一也君） 建設管理係長の齋藤一也と申します。２年目となります。よ

ろしくお願いいたします。 

○建設土木係長（小田切 治君） ４月の人事異動で建設土木係長を拝命いたしました小田切
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治と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 以上で職員の紹介を終わります。 

  次に、（２）市道路線認定についてを行います。 

  本件は、事前に職員が現地の様子を録画してあります。担当から説明をいただいた後、モ

ニター画面に映像を流します。今回は３路線２か所となります。 

  それでは、担当より説明をお願いいたします。 

  箭本都市建設部長。 

○都市建設部長（箭本 太君） よろしくお願いいたします。 

  それでは、建設課から、市道路線認定についてご説明をさせていただきます。 

  委員会資料の２ページをお願いいたします。位置図につきましては、３ページ、４ページ

となります。 

  市道路線認定につきましては、道路法第８条第２項の規定により、６月定例市議会におい

て路線認定の提案を予定しているところでございますが、提案させていただく路線のうち３

路線を本日の常任委員会にて、録画映像による現地確認をお願いするものでございます。 

  本日確認をお願いします市道路線につきましては、委員会資料の２ページの路線番号368、

路線名、松葉宅造４号線、路線番号369、路線名、烏塚宅造１号線、路線番号370、路線名、

烏塚宅造２号線の３路線でございます。 

  確認していただく路線につきましては、いずれも宅地分譲に伴う開発区域内の道路でござ

います。 

  なお、詳細につきましては、現地の映像をご覧いただきながら、担当から説明をさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑につきましては、現地の映像を見た後に行います。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４３分 

 

再開 午後 ２時０４分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 
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  これより質疑に入ります。 

  それでは、現地の映像を踏まえ、委員の質疑を受けたいと思います。 

  何か質疑等ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 今、３か所の分譲地の幅員とか道路延長とかを確認させていただいた

んですけれども、分譲地も最近は、最低幅員が５メートル、広いところは６メートルという

ことで、本当に交通事故も減っているし、道路が広ければ住環境もよくなるということをつ

くづく今感じました。 

  そんなところで、前々回かな、常任委員会のとき、甲斐市狭あい道路拡幅整備事業につい

ての発表があったと思います。そんなところで、先ほど僕が言ったように、道路拡幅して、

消防車とか緊急の救急車の円滑な活動とか住環境の向上を図るということで、国の社会資本

整備総合交付金を利用して、そういうところを国のほうから２分の１の交付金が受けられる

ということで、３月かな、４月から、甲斐市としても、そういうところを解消するというこ

とでスタートするということをうたってありました。 

  そんなところで、今の狭あい道路の促進事業についての進行状況を、ちょっと分かる範囲

でお願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 市道路線認定とはちょっとずれていますけれども、簡単に、いい

ですか。 

  齋藤建設管理係長。 

○建設管理係長（齋藤一也君） 狭あい道路の拡幅整備事業につきましては、ちょうど今週に

なりますが、個人宅で１件申請が出てきております。内容等については、まだ担当の係のほ

うで確認をしているところでございます。 

  以上です。 

○委員（ 口孝之君） その１件というのはどこなんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 齋藤係長。 

○建設管理係長（齋藤一也君） 竜王地内、本竜王地区でございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 市道路線認定の案件ですので、沿った質疑でお願いいたします。 

○委員（ 口孝之君） そういう狭あい道路をますますなくしていただいて、向上を図ってい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） 現地調査に足を運ばなくて、こうして我々、部屋の中で認定といいま

すか見させていただける、非常にありがたいシステムだと思うんですが、例えば今、３件の

道路認定、その入口といいますか、周りの風景といいますか、もう若干、こんな雰囲気のと

ころから入っていく分譲地だよというところも映し出していただけると、先ほど公園の件も

ありました。そういったところを、もうちょっと細かく画像として見せていただけたらあり

がたいかなと思って、次の参考にしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そういった要望が出ていますので、また参考にしていただきたい

と思います。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） すみません、先のことで申し訳ないんですが、議会中の市道認定、何

か所ぐらいありますでしょうか、予定として。大体分かる範囲で。 

○委員長（長谷部 集君） 齋藤係長。 

○建設管理係長（齋藤一也君） お答えいたします。 

  あと、６月のときに２件３路線を予定しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で建設課を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 
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休憩 午後 ２時０９分 

 

再開 午後 ２時１１分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  引き続き、職員紹介から行います。 

  自己紹介は起立をしてお願いいたします。 

  産業振興部長、農林振興課の順で、それでは、産業振興部長から、よろしくお願いいたし

ます。 

○産業振興部長（白神忠広君） 産業振興部長の白神忠広です。２年目になります。 

  産業振興部は２つの課35名の職員です。よろしくお願いいたします。 

  順次、課長以下の自己紹介をさせていただきます。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 農林振興課長の小宮山尚です。２年目になります。 

  農林振興課は４係23名の職員です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○農林総務係長（高橋正樹君） ４月の人事異動で農林総務係長を拝命いたしました高橋正樹

です。よろしくお願いします。 

○農林振興係長（中込 聡君） 農林振興係長の中込聡です。３年目になります。よろしくお

願いいたします。 

○農林土木係長（八巻哲也君） 農林土木係長の八巻です。２年目になります。よろしくお願

いします。 

○農業委員会事務局庶務係長（窪田友昭君） 農業委員会事務局庶務係長の窪田と申します。

よろしくお願いいたします。２年目になります。 

○委員長（長谷部 集君） 以上で職員の紹介を終わります。 

  次に、（３）焼酎大弐の製造について、担当より説明をお願いします。 

  小宮山農林振興課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） それでは、よろしくお願いいたします。 

  委員会資料の５ページをご覧ください。 

  １、令和５年度焼酎大弐の製造中止について。 

  （１）黄金千貫の栽培。 

  甲斐市農業活性化協議会では、平成23年度より、耕作放棄地等の解消を目的にサツマイ
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モの栽培を始め、平成24年度からは、焼酎大弐の原料となる黄金千貫の栽培も行っており

ます。平成30年度からは、黄金千貫の収穫量確保のため、市内の農業者に栽培協力者とし

て栽培をお願いしており、令和４年度は10名、１団体が栽培を行っております。 

  黄金千貫の苗についてですが、令和２年頃から、栽培地である九州地方で基腐病の広がり

により生産量が激減しており、今期は苗の入手が困難であることから、令和５年度の焼酎大

弐の製造を中止することといたしました。 

  （２）栽培協力者への対応。 

  栽培協力者については、令和５年度、７名１団体が黄金千貫の栽培を希望しておりますが、

黄金千貫の栽培を中止した場合、他の作物への転作などにより、今後の栽培協力者の確保が

難しくなることも考えられるため、代替として安納芋やシルクスイートなどを栽培していた

だき、協議会が買取り及び販売を行います。販売先としましては、学校給食等への材料、菓

子などの加工材料、青果としての販売などを検討してまいります。 

  続きまして、２、焼酎大弐（度数35度）の製造・販売についてです。 

  焼酎大弐25度については、令和４年３月末までに四合瓶４万6,255本、一升瓶5,200本を

製造し、令和５年３月末時点で四合瓶４万1,270本、一升瓶4,006本を販売しております。

令和２年、３年には、ドラッグストアへの大口販売も行いましたが、近年はコロナ禍により、

販売店や飲食店への販路拡大が大変難しい状況でございます。 

  令和４年度製造販売について、製造元など専門家の意見を聞く中で、付加価値をつけるこ

とも販売手法の重要な要素となることから、焼酎大弐35度の製造を行いました。 

  今後、大弐35度をプレミアム大弐と位置づけ、大弐25度とセット販売も行い、甲斐市ふ

るさと納税の返礼品としての取扱いも考えております。 

  また、昨年度、甲斐市応援アンバサダーを設置しておりますので、アンバサダーを活用し

ましたＰＲ事業も今後検討してまいりたいと考えております。 

  以上、説明を終わります。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  それでは、委員より質疑等ありましたら、お願いいたします。 

  金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） 大弐を造るための苗が非常に不調だということは分かるんですが、こ

こで２番のほうで、返礼品としても取り扱うとなっていますが、既に返礼品として品目の中
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に入っている状況ではなかったんでしょうか、その辺。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 現在もふるさと納税の返礼品に入っています。それは、焼

酎大弐の25度を返礼品としているんですけれども、今後、35度と25度のセット、飲み比べ

セットというような形で、セットの形で返礼品として行いたいというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） 分かりました。 

  人によっては、焼酎大弐、大変好評、おいしいよと言ってくださる人も私の周りにもいら

っしゃいますので、ぜひそれを伸ばしていけるような形を取っていただきたいと要望してお

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

  若尾議員。 

○議員（若尾彰子君） 栽培協力者への対応というところで、一つ教えてください。 

  地域おこし協力隊の方たちも、黄金千貫をたしか栽培していたと記憶しているんですけれ

ども、その隊員の方たちも同等の対応をされる予定でしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） お答えします。 

  地域おこし協力隊につきましては、甲斐市の農業活性化協議会の活動の一部として、黄金

千貫ではなくて、安納芋とシルクスイートを作っていただいております。それを毎年、お菓

子の加工品とか、そういうものに出しているので、地域協力隊が作っているのは活性化協議

会の中で作っておりますので、こちらの一般の協力者とはまた別の扱いとなっております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  以上で傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で焼酎大弐の製造についてを終わります。 

  続いて、農林振興課よりその他がありますので、説明をお願いします。 

  小宮山課長。 
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○農林振興課長（小宮山 尚君） それでは、その他といたしまして、１点ご報告させていた

だきます。 

  本年の８月末で、甲斐市農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期が満了となります。

現在、改選の手続を進めており、新規委員の地区推薦と一般公募の受付を昨日から行ってお

ります。 

  新規農業委員の任期につきましては、令和５年９月１日から令和８年８月31日までとな

り、任命前には甲斐市議会のご同意をいただく必要がございます。その節はよろしくお願い

します。 

  また、地区推薦の人選において、自治会より議員の皆様にご相談等がありましたら、ご協

力のほうをよろしくお願いいたします。 

  以上となります。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これについて、質疑等ありましたら、お願いします。よろしいですね。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ほかになければ、委員の質疑を終了し、以上で農林振興課を終了

いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時２０分 

 

再開 午後 ２時２４分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  引き続き、職員の紹介から行います。 

  それでは、商工観光課長からお願いいたします。 

○商工観光課長（久保欽一君） 商工観光課長の久保欽一です。２年目になります。 

  商工観光課は３係11名の職員です。よろしくお願いします。 

○商工労働係長（井上千悦子君） ４月の人事異動で商工労働係長を拝命いたしました井上千

悦子です。よろしくお願いいたします。 

○企業誘致係長（藤田 充君） ４月の人事異動で企業誘致係長を拝命いたしました藤田充で
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す。よろしくお願いいたします。 

○観光交流係長（上條秀夫君） ４月の人事異動で観光交流係長を拝命いたしました上條秀夫

です。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 以上で職員の紹介を終わります。 

  次に、（４）甲斐市貸切バス・運転代行事業者緊急支援事業の実績報告について、担当よ

り説明をお願いします。 

  久保商工観光課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） それでは、商工観光課から、昨年度実施いたしました甲斐市

貸切バス・運転代行事業者緊急支援事業の実績についてご報告させていただきます。 

  資料の６ページをお願いいたします。 

  １の目的でございますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により利用者の減少等の

影響を受けている貸切バス事業者及び自動車運転代行事業者の事業継続を支援するため、令

和４年度に緊急支援事業として補助金を交付したものであります。 

  次に、２の事業概要でございますが、対象事業者は、市内に事業所を有する貸切バス事業

者、自動車運転代行事業者とし、対象車両は、令和４年３月31日現在において市内の事業

所で保有する事業用車両といたしました。補助金額につきましては、１台につき10万円で

あります。 

  次に、３の補助金交付額でございますが、貸切バスは、３事業所で25台分、250万円を補

助いたしました。代行につきましては、16事業所で63台、630万円を補助いたしました。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  委員より質疑等ありましたら、お願いします。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 念のため聞きたいんですが、これは市単事業でしたっけ、国の事業で

したっけ。 

○委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） こちらにつきましては、交付金を充てた事業でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 交付金、10分の10ということですね。 
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○委員長（長谷部 集君） 補助割合。 

○商工観光課長（久保欽一君） そのとおりでございます。 

○委員（小澤重則君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） ちょっと教えておいてください。 

  対象事業者、貸切バス事業者及び自動車運転代行業者、何社ずつ市内の補助を出したのか。 

○委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 貸切バス事業者につきましては３事業者、それから、代行の

事業者につきましては16事業者でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） すみません、今、書いてありました。私、うっかりして、重ねて質問

しちゃいましたけれども、コロナの時期限定ということの交付だと思いますけれども、この

先、まだコロナが継続しているような状況の中で、この事業自体はどうなっていくか、その

辺をお尋ねしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） こちらを実施した頃の社会の情勢でございますが、まだ旅行

に行くということが、なかなか人目をはばかられるというか、そのような時期でございまし

て、観光バスが運行するということがなかなかない状況であって、それから、飲み歩くとい

うようなこともなかなかない中で、代行事業者がどんどんやめていくというようなこともあ

りまして、こちらをやったわけですけれども、現在につきましては、そういうこともないの

で、今後はこちらをすることは考えておりません。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかに質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 貸切バスが３事業とかうたってあるんですけれども、甲斐市の中に３

事業というと、ちょっと少ないですよね。もっと多くあるのかなと、こういう支援事業があ

りますという、貸切業者にはどんなように報告というか、申請したんですか。ちょっと少な

いななんて感じたものですから。 

○委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） こちら、貸切バス事業者、また運転代行事業者、それぞれ許
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可権者がございます。貸切バス事業者につきましては、運輸支局のほうに確認をいたしまし

て、甲斐市内の事業所を洗い出しました。代行につきましては、甲斐警察署のほうに聞き取

りをいたしまして、全てを網羅して補助を出したというところでございます。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許しま

す。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、甲斐市貸切バス・運転代行事業者緊急支援事業の実績報告についてを終わります。 

  次に、（５）元気甲斐プレミアム付商品券（第３弾）事業の実績報告について、担当より

説明をお願いします。 

  久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 引き続き、商工観光課から、元気甲斐プレミアム付商品券

（第３弾）といたしまして実施しました事業の実績についてご報告をさせていただきます。 

  資料の７ページでございます。 

  １の目的でございますが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市民生活の支援

や、地域における消費を喚起・下支えすることにより市内経済の活性化を図るため、5,000

円で１万円分の買物ができる元気甲斐プレミアム付商品券事業を実施いたしました。 

  次に、２の使用実績等でございます。 

  ①といたしまして、商品券の概要でございますが、販売価格は１冊5,000円で、内容は

1,000円券が10枚つづりで１万円分の商品券となっており、内訳は、小規模店専用券が

5,000円分、大小店舗どちらでも使える共通券が5,000円分といたしました。 

  販売対象は、令和４年５月１日現在で住民記録台帳に記録されている方とし、販売期間の

前に世帯ごとに対象者が記された引換券を郵送しまして、１人１冊購入できる仕組みといた

しました。 

  販売期間は令和４年６月17日から令和４年７月10日まで、市内22か所で土日も含め、集
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中的に販売をいたしました。 

  なお、令和４年７月11日から令和５年１月31日までは、商工観光課窓口で平日のみ販売

を継続いたしました。 

  商品券の使用期間は、令和４年７月１日から令和５年１月31日までといたしました。 

  次に、②の商品券販売冊数等ですが、商品券販売冊数は６万2,132冊で、商品券発行総額

は６億2,132万円でございます。このうち、プレミアム分は半額の３億1,066万円でありま

す。購入率は81.26％でありました。 

  次に、③換金額・換金率等ですが、商店が商品券を換金する換金期間につきましては、令

和４年７月１日から令和５年２月28日まで設けました。換金金額は６億1,583万4,000円で、

換金率は99.12％でありました。未換金の金額は548万6,000円でありました。 

  使用店舗数は、登録のあった510店舗のうち391店舗で使用実績がありました。391店舗の

内訳ですが、小規模店が348店舗、大型店が43店舗でありました。 

  取扱率は、510店舗の登録に対し391店舗で使用されましたので、76.66％であります。 

  ８ページをお願いいたします。 

  次に、④業種別利用状況でございます。 

  表の上から順に、業種、登録数、利用のあった店舗数、利用された金額、金額による割合

でございます。 

  業種別では小売業が最も多く、全体の79.2％を占めており、４億8,761万8,000円の利用

がありました。小売業につきましては、食料品店とか衣料品店とかドラッグストア、ホーム

センター、コンビニエンスストア等でございます。 

  次に、飲食業で16.2％、9,993万2,000円の利用でありました。 

  以降、利用金額の割合の順で表に記載をしてあります。 

  また、表の２段目のその他の内訳につきましては、欄外の米印のとおり、ペットショップ、

ジム、温泉、リフォーム、整体等でございます。 

  なお、ラザウォーク甲斐双葉につきましては、アピタ等の小売店と中に入っている飲食店

の使用分を一括して管理しているため、全て小売業に計上しております。 

  次に、⑤の店舗規模別利用状況でございます。 

  小規模店は延べ床面積が500平方メートル以下の店舗でございますが、こちらが３億345

万4,000円の利用で全体の49.3％、大型店は３億1,242万円の利用で50.7％でありました。 

  なお、ラザウォーク甲斐双葉は、アピタ等の大型店及び74店舗の登録があった小規模店
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使用分が一括管理でこちらに来るために、全て大型店として計上しております。 

  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等ありましたら、お願いします。よろしいですか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 購入率が81.26％、取扱量が76.66％とうたってあります。今の現状

を考えると、非常にまだまだコロナ禍で、その影響が、まだ家庭にも非常に影響を与えてい

ると。物価高とかガソリン、電気代、また電気代もこの間上がるなんて、６月頃かな。 

  そんなことで、また甲斐市のほうも、どうか商品券を１人当たり5,000円とか、家族に、

またそういうことも考えたらどうかななんて、私は要望ですけれども、お願いしたいと思い

ますけれども、いかがでしょうか。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 要望で。 

○委員（ 口孝之君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、元気甲斐プレミアム付商品券（第３弾）事業の実績報告についてを終わります。 

  続きまして、商工観光課よりその他がありますので、説明をお願いします。 

  久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） それでは、商工観光課から、甲斐市サクラまつりについて結

果報告をさせていただきます。 

  今年の３月から４月にかけて開催いたしました甲斐市サクラまつりにつきましては、従前

より実施しておりました夜間ライトアップに加えまして、３月26日の日曜日に、親子で楽

しめる日中のイベントを企画いたしました。 

  イベント当日は、あいにくの雨となってしまい、予定していた信玄太鼓の演奏などのステ
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ージイベント、また、お子様向けのふわふわ遊具の設置を取りやめ、規模を縮小しての開催

となりましたが、約2,000人の方が来場され、ウエルカム抽選会や甲斐市○×クイズ王決定

戦に参加されたり、キッチンカーやふるさとＰＲブースに立ち寄られ、お祭りを楽しんでい

ただきました。 

  なお、オープニングイベントで甲斐市応援アンバサダー委嘱式が行われ、俳優・タレント

として活躍し、現在、日本航空高校通信制課程の校長を務められている小西博之さんに保坂

市長から委嘱状が手渡されました。 

  また、桜の夜間ライトアップにつきましては、３月25日から４月２日までの９日間、午

後６時から９時まで実施し、約2,000人が来場されました。 

  サクラまつりにつきましては、コロナ禍による縮小開催が続いておりましたが、初めてデ

ーイベントを開催し、雨天にもかかわらず多くの市民の方々にご来場いただきましたことを

ご報告いたします。 

  以上であります。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  何か質疑等ありましたら、お願いします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、質疑を終了します。 

  以上で商工観光課関係のその他を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時４０分 

 

再開 午後 ２時４２分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  引き続き、職員の紹介から行います。 

  自己紹介は起立をしてお願いいたします。 

  公営企業部長、上下水道業務課、そして上下水道工務課の順で行います。 

  それでは、公営企業部長からお願いします。 

○公営企業部長（梅原 剛君） お疲れさまでございます。公営企業部長の梅原でございます。



－22－ 

２年目になります。 

  公営企業部は２課26人の職員でございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、順次、課長以下の自己紹介をさせていただきます。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） お疲れさまです。４月の人事異動で上下水道業務課長を

拝命いたしました寺島信です。 

  上下水道業務課は３係、総勢11名で業務を行っております。よろしくお願いいたします。 

  それでは、各係長より自己紹介をさせていただきます。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） 上水道総務係長の藤井亮一と申します。２年目になります。

よろしくお願いします。 

○下水道総務係長（松井 崇君） 下水道総務係長の松井崇です。２年目になります。よろし

くお願いいたします。 

○経理徴収係長（八巻加奈君） ４月の人事異動で経理徴収係長を拝命いたしました八巻加奈

です。よろしくお願いいたします。 

○上下水道工務課長（中澤一昭君） 改めまして、こんにちは。お疲れさまでございます。４

月の人事異動で上下水道工務課課長を拝命いたしました中澤一昭です。 

  上下水道工務課は２係14名の職員であります。よろしくお願いいたします。 

  それでは、各係長より自己紹介をさせていただきます。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） 上水道施設係長の深澤勇也です。３年目になります。よろ

しくお願いします。 

○下水道施設係長（櫻田隆樹君） ４月の人事異動で下水道施設係長を拝命いたしました櫻田

隆樹です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 以上で職員の紹介を終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員が一部退室をいたします。 

 

休憩 午後 ２時４４分 

 

再開 午後 ２時４６分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、（６）水道料金の改定について、担当より説明をお願いします。 
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  寺島上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） それでは、上下水道業務課より提出してございます案件

につきまして、内容の説明をさせていただきます。 

  常任委員会資料の９ページをお願いいたします。 

  水道料金の改定についてであります。 

  まず初めに、１、経緯といたしまして、本市の水道事業は、平成27年度に基本計画とな

る甲斐市第２次水道ビジョンを策定し、平成28年度に投資財政計画である甲斐市水道事業

経営戦略及びアセットマネジメント計画を策定し、計画的な事業運営を行っているところで

ございます。 

  このような中、経営戦略及び財政シミュレーションでは、令和元年度に55.48％及び５年

後の令和６年度に7.6％の値上げが必要であるとの結論がございましたが、水道審議会から

の市民の負担軽減に配慮した段階的な値上げが望ましいとの答申に基づき、令和元年度に平

均で27％の引上げを行ったところでございます。 

  その後、令和３年度の本計画の中間見直しにより再度検証した結果、今後、施設の老朽化

に伴う更新経費の増大が見込まれ、令和７年度には、おおむね30％程度の改定が必要であ

るとの結論となりました。 

  将来に向けた水道水の安心・安全な供給等、持続可能な事業運営を図るため、今年度、事

業の現況と課題等を整理するとともに、水道審議会からのご意見を踏まえつつ、適正な水道

料金に向けた検討を行うものでございます。 

  ２、今後のスケジュールでございますが、令和５年６月に第１回目の水道審議会を開催し、

そこでは、市長からの諮問、また、これまでの経緯の説明を行う予定でございます。 

  その後は、７月から12月までの間に３回の審議会を開催し、調査結果や方向性について

段階的に審議をお願いし、年明けの令和６年１月以降に最終的な答申をいただき、市として

の結論を出していきたいと考えております。 

  なお、本建設経済常任委員会につきましては、途中経過と併せて報告をさせていただきま

す。 

  説明は以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  委員より質疑等ありましたら、お願いします。 
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  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） この値上げについては、７年度に30％程度の値上げをすれば回って

いくという、赤字が出ないということになるんでしょうかね。 

○委員長（長谷部 集君） 寺島課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） 一応、財政シミュレーションによると、30％上げれば

適正な、要は更新工事をしながら、適正な価格で運営ができるというような結論が出ており

ます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 今、敷島地区については、甲府から水を頂いていると。その水道料金

は、ほかの２地区に比べて高いということですが、30％上げたときに、敷島の水道料とそ

の他の水道料がどんな金額の差が出るのか、分かりましたら教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井上下水道総務係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） お答えします。 

  一般的な家庭としまして、１か月で大体20立米、２万リットルお使いになったとします

と、現在、甲斐市では一月当たり2,431円、甲府市ですと2,937円になります。こちらが、

もし甲斐市のほうで1.3倍にさせていただくと、甲斐市のほうは3,160円になるという形に

なります。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） もちろん今後、甲府市のほうの金額が下がることはないと思いますの

で、またアセットマネジメントだ何だの中で、甲府のほうも上がってくるとは思いますが、

これもやはり７年度に一遍に上げるという、審議会を経てのことだと思いますが、30％一

遍に上げるということになるんでしょうかね。 

○委員長（長谷部 集君） 寺島課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） お答えいたします。 

  まだちょっとそこら辺が結論が出ないんですけれども、恐らく委員さんが言われているよ

うに、甲府の料金が一つの基準になってくると思います。そこで、審議会のほうからご意見

をいただいた中で、不平がないような形の中で事業を進めていきたいと思います。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） 小澤委員。 

○委員（小澤重則君） その点も含めた中で、甲府との相談もしていただきながら、なるべく

であれば、敷島、双葉、竜王が同一料金で回るような形で、なるべく値上げを抑えて、水道

事業が回る程度はもちろん必要なんでしょうけれども、そんなふうに考えていただきたいと

思います。 

  部長、どうでしょうか、その辺を。どんな考えか教えてください。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原公営企業部長。 

○公営企業部長（梅原 剛君） 小澤委員のほうから、大変有効的なお話をいただきました。 

  今、課長等も話があったように、市議会のほうからの諮問という形の中で、当然、幾つか

のシミュレーション等は出てくると思います。今回、近隣の市町村につきましても調べさせ

ていただいた中で、全体的な近隣の市町村等も含めた中で、当然、水道事業がこれからも安

定的な供給ができるような中で考えていきたいと思っておりますので、またその中で進めて

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 先ほど課長の説明が、審議委員会を令和５年度から計４回行うという

ことと、途中経過も説明しますということがあったんですけれども、審議委員の人数と、審

議委員の人たちは上下水道、そういうことにたけた人なのか、どういうような人を選んでい

るのか、ちょっと説明をお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 藤井係長。 

○上水道総務係長（藤井亮一君） 審議会の委員さんなんですけれども、識見で選ばせていた

だく方と、使用者として、受益者として選ばせていただく方５名ずつで、計10名となりま

す。 

  その方たちとしては、基本的には敷島の方はいらっしゃらない、竜王と双葉の方になるん

ですけれども、自治会連合会の会長さん、竜王と双葉、あと商工会の関係ですね、商工会長

さん、商工会の副会長さん、こちらも双葉、竜王の方。あと、使用者として、女性団体連合

会の方、こちら３名で、あと社会福祉協議会の評議員の方２名。もう一度言いますと、自治

会連合会から２名で、商工会から３名の識見は５名、使用者として女性団体連合会から３名、

社会福祉協議会から２名、５名で合わせて10名という形になります。 

  以上です。 
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○委員長（長谷部 集君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 任命責任は保坂市長ということですね。 

○委員長（長谷部 集君） 誰が任命するかということですね。 

  寺島課長。 

○上下水道業務課長（寺島 信君） 保坂市長でございます。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で上下水道業務課についてを終わります。 

  引き続き、次第の５、その他に入ります。 

  委員より、常任委員会関係でその他何かありましたら、お願いいたします。大丈夫ですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、事務局、何かありましたら、お願いします。 

  池上書記。 

○書記（池上 恵君） お疲れさまです。 

  事務局より１点お願いします。 

  本日、委員会終了後、所管の部課長との懇親会を行います。委員の皆様におかれましては、

午後６時に、会場は龍地にあります甲斐の四季料理いち囲となりますので、ご集合をお願い

します。お店は、県道甲府韮崎線を敷島方面から双葉方面に向かっていただいて、希望ヶ丘

団地入口の信号を左折していただき、すぐ右側にあります。 

  また、会費5,000円につきましては、会場で徴収させていただきますので、よろしくお願

いします。 

  事務局からは以上となります。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりましたけれども、内容についてよろしいでしょうか。

大丈夫ですね。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） そうしましたら、以上でその他を終了といたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、建設経済常任委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時５６分 

 


